別記２様式第１号

（番　　号） 
　年　月　日　

　　　市町村長　氏名　様


事業実施主体名　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　
代表者　職・氏名　　　　　　

令和　年度認定農業者機械等整備支援事業
実施計画承認申請書


　このことについて、別添実施計画書のとおり事業を実施したいので、担い手経営発展支援事業費補助金交付要綱第３に基づき提出します。










（注）認定農業者機械等整備支援事業実施計画書（別記２様式第２号）を添付する。


別記２様式第２号

令和　年度認定農業者機械等整備支援事業
実施（変更）計画書（実績報告書）

	事業実施主体名
	
	代表者名
	


１．事業の目的と期待される効果
　※産地を支える経営体の育成に留意して記述すること

２．事業実施主体の概要と販売金額1,000万円を目指す計画　　　　　　　　
	作目品種等
	
	事業実施前年度
R 年
	計画

	
	
	
	実施年度
R　年
	2年度目
R  年
	目標年度
R  年
	4年度目
R  年
	5年度目
R  年

	
	規模
	
	
	
	
	
	

	
	販売金額
	
	
	
	
	
	

	
	規模
	
	
	
	
	
	

	
	販売金額
	
	
	
	
	
	

	販売金額合計
	
	
	
	
	
	


　※計画は作目・品種ごとに記載する。

３．成果目標
	成果目標
	事業実施
前年度
R 　年
	実施年度
R　年
	2年度目
R　年
	目標年度
R　年
	4年度目
R　年
	5年度目
R 年

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　※成果目標欄には、今後の取組に基づきポイント化した項目に対する目標項目を記載すること。
※目標年度までの法人化を目標とした場合は「法人化計画」（別記２参考様式１）を添付する。

４．農業生産工程管理（ＧＡＰ）の取り組み状況
	作目名※




　　※導入機械等に係る作目は必須（それ以外は任意）

	取り組み状況
	チェック欄
（該当に○）
	

	農林産物の場合は、既に美味しまね認証（ゴールド）等の国際水準ＧＡＰを取得している。
[bookmark: _GoBack]非食用農産物の場合は、農林水産省が策定した「国際水準ＧＡＰガイドライン（その他非食用）」に準拠した農場管理に取り組んでいる。また、繁殖牛は、県が策定した「美味しまね認証の考え方に基づく生産工程管理」に準拠した農場管理に取り組んでいる。

	
	国際水準ＧＡＰ取得時期

　　　年　月

非食用、繁殖牛等準拠開始時期

　　　年　月

	上記について、１年以内の取得（準拠）に向けた農場管理の改善に取り組んでいる。
	


［取得等方法］
①自力で取得
②研修を受講し自力で取得
③普及員の指導を受け取得
④ＪＡ指導員の指導を受け取得
⑤その他
	国際水準ＧＡＰ取得予定時期
　　　　　　　　年　月

非食用、繁殖牛等準拠開始予定時期

　　　年　月








５．水田園芸６品目の反収向上計画　　　　　　　　　　　　（単位：t/10a）
	品目
	事業実施
前年度
R　年
	実施年度
R　年
	２年度目
R　年
	目標年度
R　年
	全国収量
R　年

	キャベツ
	
	
	
	
	４．２

	タマネギ
	
	
	
	
	４．８

	ブロッコリー
	
	
	
	
	１．０

	白ネギ
	
	
	
	
	２．１

	アスパラガス
	
	
	
	
	０．６

	ミニトマト
	
	
	
	
	５．８



６．水稲生産コスト削減計画書
　　参考様式第３号を作成・添付

７．有機ＪＡＳ認証取得計画
　（単位：a）
	作型等
	有機ＪＡＳ認証ほ場面積

	
	事業実施前年度
R　年
	目標

	
	
	実施年度
R　年
	２年度目
R　年
	目標年度
R　年

	土地利用型作物
	
	
	
	

	園芸作物（露地）
	
	
	
	

	園芸作物（施設）
	
	
	
	


　　※土地利用型作物欄には、稲、麦（小麦、二条大麦、六条大麦、及びはだか麦）、大豆、そば、なたね、てん菜、でんぷん原料用ばれいしょ及び飼料作物を栽培するほ場の有機JAS認証取得（予定）面積を記載し、その他の作目を栽培するほ場の有機JAS認証取得（予定）面積は、露地・施設の別で園芸作物のそれぞれの欄に記載すること。

８．面積拡大計画※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ａ）
	品目等
	事業実施
前年度
R 年
	目標

	
	
	実施年度
R　年
	2年度目
R  年
	目標年度
R  年
	4年度目
R  年
	5年度目
R  年

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


　　※目標年度を超えて導入機械等の規模決定を行う機械等に係る品目について記載すること

９．事業実施計画（実績）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事業内容
	単価
	事業費
	県補助金額算定の基礎となる事業費
	負担区分
	備考
	施行箇所
又は
設置場所
	施行
方法
	管理
主体

	施設等名称
	規模・能力等
	数量
	
	
	
	県
	市町村
	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※事業内容ごとに記入すること。
※変更の場合は、変更前を比較できるように変更部分を二段書きとし、変更前を括弧書きで上段に記載すること。
※備考欄には、消費税仕入控除税額を減額した場合には「除税額○○○円」を、同税額がない場合には「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記載すること。

（添付資料）
・事業費の積算内訳（見積書）
・規模決定根拠、機械等利用計画、機種決定根拠資料（計画、図面、カタログ等）
・施設等の整備（保管）場所が分かる図面
・現況写真（実績報告では、完了写真）
・事業実施主体が法人の場合、定款、構成員名簿（役職名を明記のこと）、事業実施を決定した総会議事録
・その他必要な書類（実施設計書、人・農地プラン等または産地ビジョンの写し、配分ポイント計算表、農業経営改善計画の写し、農業経営改善計画認定書の写し、決算書等の経営状況が分かる資料の写し、施設・機械等管理規程、経営継承計画（別記２参考様式２（ポイント化した場合のみ））、現状によりポイント化した項目に係る客観的な確認資料など）

別記２様式第３号

（番　　　号）
　年　月　日　

　　　市町村長　氏名　様

事業実施主体名　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　
代表者　職・氏名　　　　　　


令和　　年度認定農業者機械等整備支援事業実施計画
変更承認申請書


　令和　　年　　月　　日付け　　　第　　　　　号で認定のあったこの事業の実施計画について、下記のとおり変更したいので、担い手経営発展支援事業費補助金交付要綱第４に基づき提出します。
記
　１．変更の理由





　２．変更計画



（注）認定農業者機械等整備支援事業変更計画書（別記２様式第２号）を添付する。
　
別記２様式第４号

（番　　　号）
　年　月　日　

　　　市町村長　氏名　様

事業実施主体名　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　
代表者　職・氏名　　　　　　


令和　　年度認定農業者機械等整備支援事業実績報告書

　このことについて、担い手経営発展支援事業費補助金交付要綱第７に基づき別添のとおり報告します。










（別添書類）
　・別記２様式第２号に準ずるものとする。ただし、６の添付書類は必要としない。
この場合において、実績で内容等が変更になった場合は、承認された事業内容及び事業費の内訳を容易に比較できるように、変更部分を二段書きとし、変更前を括弧書きで上段に記載すること。
　・整備した機械等の写真を添付すること。
















別記２様式第５号

（番　　　号）
　年　月　日　

　　　市町村長　氏名　様

事業実施主体名　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　
代表者　職・氏名　　　　　　


令和　　年度認定農業者機械等整備支援事業
目標達成状況報告書

　このことについて、担い手経営発展支援事業費補助金交付要綱別記２の第５の（１）に基づき、報告します。



（注）目標達成状況及び、決算書等の経営状況が分かる資料の写しを添付する。


























別記２様式第５号　添付資料

目標達成状況

	事業実施主体名
	




1． 販売金額1,000万円計画の達成状況
	作目品種等
	
	事業実施前年度
R 年
	計画及び実績

	
	
	
	
	実施年度
R　年
	2年度目
R  年
	目標年度
R  年
	4年度目
R  年
	5年度目
R  年

	
	規模
	
	計画
	
	
	
	
	

	
	
	
	実績
	
	
	
	
	

	
	販売金額
	
	計画

	
	
	
	
	

	
	
	
	実績
	
	
	
	
	

	
	規模
	
	計画
	
	
	
	
	

	
	
	
	実績
	
	
	
	
	

	
	販売金額
	
	計画

	
	
	
	
	

	
	
	
	実績
	
	
	
	
	

	販売額合計
	
	計画

	
	
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	
	
	


※上段には別記２様式第２号に記載した計画を記載し、下段には実績を記載すること。

２．成果目標達成状況
	成果目標
	

	事業実施前年度
R　年
	実施年度
R　年
	２年度目
R　年
	目標年度
R　年
	４年度目
R　年
	５年度目
R　年

	
	計画
	－
	
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	
	
	

	
	計画
	－
	
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	
	
	

	
	計画
	－
	
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	
	
	


※成果目標欄には、今後の取組に基づきポイント化した項目に対する目標項目を記載するこ　と。


３．国際水準ＧＡＰ取得年月日（非食用作物及び繁殖牛の場合は準拠開始年月日）

　　作目名：

　　　　　　年　　　　月　　　　日（　取得（準拠）　・　取得（準拠）予定　）

　　（予定の場合、その理由と取得（準拠）に向けた取組計画）





４．水田園芸６品目反収向上計画の達成状況　　　　　　　　　　　　　　単位：t/10a
	品目
	
	事業実施
前年度
R　年
	実施年度
R　年
	2年度目
R　年
	目標年度
R　年

	4年度目
R　年
	5年度目
R　年
	全国収量


	キャベツ
	計画
	－
	
	
	
	－
	－
	４．２

	
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	タマネギ
	計画
	－
	
	
	
	－
	－
	４．８

	
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	ブロッコリー
	計画
	－
	
	
	
	－
	－
	１．０

	
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	白ネギ
	計画
	－
	
	
	
	－
	－
	２．１

	
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	アスパラガス
	計画
	－
	
	
	
	－
	－
	０．６

	
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	ミニトマト
	計画
	－
	
	
	
	－
	－
	５．８

	
	実績
	
	
	
	
	
	
	









５．水稲生産コスト削減計画書の達成状況
	
	事業実施
前年度
R　年
	実施年度
R　年
	２年度目
R　年
	目標年度
R　年
	４年度目
R　年
	５年度目
R　年

	経営面積
（ha）
	
	
	
	
	
	

	米生産費
(円/60kg)
	
	
	
	
	
	


　　※目標年度までに9,600円/60kg以下を達成した場合は、次年度より記載は不要。
　　※コスト調査の結果がわかるものを添付すること。

６．有機ＪＡＳ認証取得状況
　　　　　（単位：ａ）
	作型等
	有機ＪＡＳ認証ほ場面積

	
	事業実施前年度
R　年
	
	実施年度
R　年
	２年度目
R　年
	目標年度
R　年

	土地利用型作物

	
	計画
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	

	園芸作物（露地）
	
	計画
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	

	園芸作物（施設）
	
	計画
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	


※土地利用型作物欄には、稲、麦（小麦、二条大麦、六条大麦、及びはだか麦）、大豆、そば、なたね、てん菜、でんぷん原料用ばれいしょ及び飼料作物を栽培するほ場の有機JAS認証取得（予定）面積を記載し、その他の作目を栽培するほ場の有機JAS認証取得（予定）面積は、露地・施設の別で園芸作物のそれぞれの欄に記載すること。

７．面積拡大計画※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ａ）
	品目等
	
	事業実施
前年度
R 年
	目標及び実績

	
	
	
	実施年度
R　年
	2年度目
R  年
	目標年度
R  年
	4年度目
R  年
	5年度目
R  年

	
	計画
	
	
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	
	
	

	
	計画
	
	
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


　　※目標年度を超えて導入機械等の規模決定を行う機械等に係る品目について記載すること。


８．特記事項（成果目標の未達成理由等）
	


※未達成の目標がある場合は、その目標毎に主な理由及び目標達成に向けた今後の取組を記載すること。


（別記２参考様式１）



法人化計画

	事業実施主体名
	




１．法人化に取り組む目的




２．これまでの検討状況




３．今後の計画
○１年目（令和　年度）


○２年目（令和　年度）


○３年目（令和　年度（目標年度））


（別記２参考様式２）

経営継承計画


　　経営移譲者○○○○（以下「甲」という。）と経営継承者○○○○　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、以下により経営継承に取り組むことに合意する。

１　甲が乙に継承する経営基盤と資産内容
（１）農地規模
	
種　別
	
作　目
	経営面積

	
	
	現　状
（○年）
	目　標
（５年後　○年）

	水田
	
	
	

	普通畑
	
	
	

	飼料畑
	
	
	

	樹園地
	
	
	



（２）家畜
	
種　別
	頭・羽数

	
	現　状
（○年）
	目　標
（５年後　○年）

	
	
	



（３）施設・機械とその規模
	施設等名称
	規模･能力・数量等
	甲から乙への継承時期

	（現所有分）


	
	年　　月　　日

	（本事業で導入または改良・改修する施設等）
	
	年　　月　　日


２　甲から乙への経営継承完了時期(予定)
　　　　令和　年　　月　　日

３　その他
　甲又は乙にやむを得ない事情が生じた場合、双方の合意があれば上記の内容を変更することができる。
令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　（甲）住所
　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　（乙）住所
　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　印
※変更の場合は、変更前を比較できるように変更部分を二段書きとし、変更前を括弧書きで上段に記載すること。


（別記２参考様式３）

[image: ]
image1.emf
令和　年度作成

住所

氏名＜名称・代表者＞

※1　目標コストを達成できると見込まれる年度（Ｒ６年度までの間）を記載する



低コスト技術

（具体名を記載）

R2 R3 R4 R5 R6

年度ごとの具体的な取組を記載



＜経営面積、品目（品目ごとの面積）等を記載＞



②水稲低コスト生産に向け

た経営の課題と対応方向

＜目標コスト達成のための具体的な取組を記載＞



①経営概要（現状）



畦畔管理：



育苗作業：



収量向上：



経営面積

うち水稲面積

生産コスト

（60kgあたり）

④

目

標

達

成

に

向

け

た

ロ

ー

ド

マ

ッ

プ

その他：



現状（Ｒ　年）



目標（Ｒ　年）※1 増減



＜生産コストの現状と削減に向けた課題を記載＞



水稲生産コスト削減計画書

③

目

標



コスト削減に向けた取り組み


